
【第 28 回パラグアイ便り】 

  

                                              

 

『 今のパラグアイを知ってもらうために – 南米を眺める新たな視点 – 』 

 

１． 知られざる国パラグアイ 

 

１）本稿の目的は、最近のパラグアイの著しい変貌ぶりを伝えることにあるが、これはかなりの難

題だ。依然として当国の一般的なイメージは、『南米主要国の狭間にある、内陸の小さな貧しい発

展途上国』というものだろう。人々の興味を呼ぶのに不可欠な要素である『豊富な地下資源』も『素

敵な観光資源』も『大規模なマーケット』も乏しく、地球の裏側の小国でしかないこの国を知る人は

少ない。 

 そこまでは仕方なしとしても、日系社会の存在感についてもさほど知られていないのは、いささ

か残念だ。彼らは経済発展の主要な担い手として、バイカルチャーを維持しつつ、敬意と信頼を得

て様々な社会分野で活躍し、同化している。この景色を伝えるべく、筆者は在パラグアイ日本国大

使館 HP【パラグアイ便り】の中で、具体的な活動や報道振りを紹介してきたが、その行間から、当

国日系社会を感じていただければ幸いである。 

 

２）パラグアイ（以下｢パ｣）の国土は広大な平原と丘陵に覆われ、豊富な水と開放的で肥沃な大地

に恵まれており、この地理的環境を反映して国民性もおおらかで、尖鋭なイデオロギーによる社

会階層分断的な動きは見られない。 

人口の大宗は地元グアラニ族とイベリア半島人との混血（メスティソ）で、国のアイデンティティ

ー（グアラニ語がスペイン語とともに公用語、通貨単位もグアラニ）もそこにある。他方、世界各地

域からの多くの移民社会（日系社会もその一つ）が混在しているが、この多彩な人種間での摩擦

や対立もない。日常的にもメディアの世界でも、排外的な言辞が一切聞かれないことも中南米諸

国を取り巻く一般的な政治的風景とは異なっている。 

 

３）この穏やかで切羽詰まったところのない状況が政治レベルでの弛緩や汚職を招き、司法もふく

む公的部門全体の機能不全を印象づけてきたことも否定できないが、これを是としてきた政治社

会風土も、【第 18 回｢パ｣便り】で述べたように徐々に変化を見せ始めている。 

 

２． パラグアイ経済社会の急速な変貌 

 

１）この変貌の背景には、長期に亘るマクロ経済の安定と一貫した自由開放経済政策の継続によ

り民間セクターが地道に力をつけてきたことが指摘できる。近年、周辺諸国の経済停滞が続くの

を尻目に｢パ｣経済構造は着実に変化し、その成果がここ２～３年で急速に顕在化してきた。 



 まず外国からの直接投資の増加である。隣接大

国のブラジルやアルゼンチンで長く続いた左派ポピ

ュリズム体制は、過度な労働者保護や複雑な税制

度による高コスト体質によるビジネス環境悪化をも

たらしてきた。この閉塞状態から

の新天地として｢パ｣に製造拠点を

設置する動きが始まり、周辺諸国

のみならず欧米諸国も注目してい

る。とくに製造業を中心に良好な

投資環境に着目した経済ミッショ

ンの来訪が増加、投資実績も順調

に伸び、｢パ｣の比較優位性に着

目した動きは巨大南米市場を睨む「メルコスール戦略」として自然な流れとなっている。 

 

２）決定的に遅れていた交通インフラも、外国企業進出の流れに呼応して新規建設や整備事業が

本格的に始まった。空港から市内に至る道路、市内各所の立体交差、主要都市間国道の拡幅工

事、地方道路の舗装化など順次進んでおり、来年にも空港拡張プロジェクトが実施される予定で

ある（対外債務残高は対GDP比 20％程度と低く、投資格付も改善していることから、インフラ整備

のための借入能力は高い）。 

 

３）民間部門では、長く穀物輸出の一本足打法であった農業分野で、牧畜業や農業加工部門が急

速に伸び、近年とくに牛肉輸出が量・販路とも著しく拡大している。 

民間投資や個人消費も好調で、高層オフィス・居住ビル・ホテルや大規模商業施設などが続々

と完成しており、日々どこかで盛大な開業イベントが催されている。また芸術活動も盛んで、秋冬

のシーズンにはコンサート、オペラ、演劇、美術展などが各所の劇場や会場で開催されている。 

このように経済・産業構造の多角化が確実に進展しており、日々の街の賑わいや景観の変化

を眺めているだけでもこの国が経済好循環の局面に入っていることが実感できる。 

 

３． 地域における政治的存在感の高まり 

 

１）2013 年 8 月発足の現カルテス政権が一貫して推進してきた開放的経済政策の効果で社会が

変貌するなか、南米における政治・外交面での｢パ｣の存在感の高まりも指摘しておかねばならな

い。 

ここで少し政治状況を振り返ろう。４年前の2012年6月、南米が左派ポピュリズムに席巻されて

いた時代に、｢パ｣議会は憲法に従い当時の左派ルゴ大統領を弾劾し辞職に追い込んだ。アルゼ

ンチン・ブラジル・ウルグアイはこれを「非民主的な政府転覆」としてメルコスール資格を停止する

が、この真の動機は長く左派の盟友（？）ベネズエラの加盟をブロックしていた｢パ｣を排除すること

であった。この資格停止から僅か 5 日後の早業でベネズエラの加盟が実現し、「パ」は孤立するこ

とになる。 

(写真：16 年 5月アスンシオ

ン市内に開業した巨大総合

商業モール) 



 以来、メルコスールは左派イデオロギーへの傾斜が顕著となり経済同盟として機能不全に陥入

り、後発の『太平洋同盟』の急伸展との明暗が決定的になる。 

 

２）カルテス大統領は就任後直ちにメルコスールに復帰し、昨年下期に｢パ｣が議長国を務めた際

には、本来の経済共同体としての路線への復帰を主張す

る。さらに本年下期の順送りによるベネズエラへの議長国

移譲についても、ベネズエラ政治体制の現状に鑑み当初

より強く反対。４年前に『パラグアイ排除とベネズエラ加盟』

を主導したブラジル、アルゼンチン両政府も、自国での左

派ポピュリズム政権の自壊に伴い民主主義、人権尊重等

の普遍的価値に立脚した｢パ｣の主張に同調するようにな

る。こうした流れの中で 12 月２日、４年前とは正反対に今

度はベネズエラの加盟資格が停止され、｢パ｣の方向性の

正しさが歴史によって証明される形になった。 

 

３）このように｢パ｣は小国としての立場を認識しつつも、いつの時代にあっても終始一貫性と独自

性を保ちつつ徐々に政治･外交面での存在感を高めてきた。この事実も是非読者の皆さんに知っ

ておいていただきたい。 

 

４． 日本人移住社会の存在感と移住 80 周年の理念 

 

１）冒頭指摘したように、｢パ｣日系社会は、絶対的（人口約１万人）にも相対的（全人口比 0.1％）に

も僅少であるにもかかわらず、｢パ｣で多大な存在感を発揮している。日本人移住80周年である本

年は式典やイベントが各所で連日のように実施さ

れたが、多くが非日系にも開かれたイベントで、

｢パ｣側から提案・実施されたものも多くあった。 

9 月には秋篠宮家の眞子内親王殿下の式典御出

席と各移住地への御訪問が実現、記念式典は三

権の長や主要閣僚全員が出席する行き届いた内

容で、また連日の敬愛に充ちた報道で国中に眞子

さまフィーバーが沸き起こった。 

  

２）この 80 周年の特徴は、当館 HP【｢パ｣便り】で紹

介してきたように、移住者社会だけの祝典に閉じこ

もることなく、｢パ｣官民の各種団体も積極的に関

与・主催していることである。5 月には｢パ｣下院議会が本会議場で記念切手発行式と共に移住式

典を主催し、その他観光庁・アスンシオン市・イタプア県・パラグアイ外交官協会ほか各種の団体

により様々な祭典や行事が実施された。 

 

（写真：メルコス-ルの中で 

存在感を発揮するパラグアイ） 

（写真：日本とパラグアイ友好歴史の 

シンボルであるパ日人造りセンター） 
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３）また 10 月には、上院超党派により『日本人移住者の国の

発展への貢献に対する感謝決議』が採択され、伝達式が上

院会議場で執り行われる。更にフィナーレともいうべき『日本

祭』は、日系若手グループが企画し実現させた大イベントで、

市内競馬場に大舞台や櫓を設置し、80 余の和食や物産展

のスタンドを準備、１万 8千人もの一般観衆が和食、盆踊り、

県の物産展、和楽器演奏などを夜遅くまで満喫し、文字どおり

日系社会がパラグアイに溶け込んでいることを実感させる素

晴らしい夕べとなった。 

  

５． 新たなパラグアイとの関係作りに向けて 

 

１）戦後の日本の対｢パ｣政策は、移住事業と移住者支援に始まる。この同胞の存在を背景に、質

量ともに充実した経済・技術支援が長期にわたり実施されてきた。主要道路、地方空港、環境セ

ンター・学校・職業訓練校・農業試験場・病院・公会堂などの公共施設から音楽・スポーツ分野に

いたるまで津々浦々で日本の援助資産が活躍している。また技術協力分野でも、農工系の技術

指導から教育・保健・スポーツなど各分野で過去 2 千人近くの日本の専門家が活躍、また 4 千人

もの研修員が日本で学んでおり、彼らの活動ぶりは無形の資産としてあちこちの地域や組織に根

付いている。 

 

２）にもかかわらず、資源のない小国として、民間経済関係や南米外交戦略上の位置付けは弱か

った。このことは長い二国間の歴史での閣僚訪問が 1997 年の労相、2011年の外相（国際会議出

席）の僅か 2回、また大規模経済団体ミッション来訪はゼロであることから窺える。 

このように地域戦略を考える際に顧みられることはなかったが、総じて停滞・混迷気味の南米地

域で｢パ｣が過去にない存在感を示している状況から、日本の対南米戦略に新たな次元が開かれ

つつあるといえるだろう。 

 

３）日本として、歴史的に大きく左右に揺れ動くブラジル・アルゼンチンなどの大国の動向に引き続

き敏感に反応するのは当然としても、このタイミングで｢パ｣への日本の関心を示し、また｢パ｣の視

点から南米を観察することは、他の南米諸国との外交やビジネス関係でも効果的なインパクトを

与えられるはずだ。 

 これまで日本から南米への来訪者は、近隣国まで来てもそこで踵を返して帰国するのがパター

ン化していた。しかし、今後の南米地域の展開を見据えると、わざわざ｢パ｣へ立ち寄ること自体が

地域全体へのメッセージともなる。 

従来からの固定的な考え方にとらわれず、『百聞は一見にしかず』を体現すべく日本各界から

の来訪を期待したい。 

                        (上田 善久 大使館 2017 年２月)  

 

（注） 本稿は、ラテンアメリカ時報 2016/17 冬号への投稿記事を転載したものです。 

（写真：大会場を埋め尽くした 

『日本祭）』の賑わい。） 


